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だいぶ低くなりま
す。マフラーなど、
暖かくしてお出か
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

深山紅葉、日本の伝統も楽しむ！ 

 

第９１号 

 

 
『深山紅葉を楽しむ』 

 《昨年、丸屋周辺の様子》 

 毎年、みなさまがお楽しみにされている「都立庭園紅

葉めぐりスタンプラリー」が、１１月３日から始まりま

した。今回は、スタンプ台紙の表紙や、ポスターに小石

川後楽園の丸屋周辺の写真が使われています。スタンプ

ラリーとご一緒に、この風景も探してみてくださいね。 

 小石川後楽園の園内には、大堰川周辺や紅葉林周辺を

中心に約４８０本のイロハモミジがあります。さらに、

イロハモミジ以外にも、ハゼやイチョウなど、美しく色

を変える大きな木々がたくさんあります。 

 今年も紅葉が見ごろを迎える１１月１７日(土)～１２

月２日(日)の期間、『深山紅葉を楽しむ』と題して、様々

な催し(左記でご紹介)を開催します。また、紅葉や詳し

い催しものの情報は、チラシ、ホームページやツイッタ

ー、お電話でもお知らせいたします。 

 都心でのんびりと秋の一日！錦秋に染まる庭園へ、ぜ

ひ、お運びください。 

 『深山紅葉を楽しむ』期間中に、お楽しみいただける催 

しものをご紹介します。 

１．能楽の公演『羽衣(はごろも)』 

日時 １１月２３日(金・祝) ※雨天・強風中止 

   ①１１時３０分 ②１３時３０分 

内容 松原にて、文京区内に本拠地宝生能楽堂を有する

伝統ある能楽流派のひとつ、宝生流・高橋憲正氏による

能楽『羽衣』の公演。各回約３０分、参加費無料(入園

料別途)です。 

 

能楽『羽衣』は、昔話でもおなじみの羽衣伝説

を題材にした演目です。 

 松の枝にかかった美しい羽衣を見つけた漁師と 

その羽衣がないと、天に帰ることができない天女

のお話。 

 昔話では、泣く泣く人間の妻になる天女ですが 

さて、能楽ではどんな物語が繰り広げられるので

しょう？ 

 
２．里神楽の公演『棒しばり』 

日時 １１月２５日(日) ※雨天中止 

   ①１１時３０分 ②１３時３０分 

内容 松原にて、東京藝術大学卒業同大学院在籍の邦楽

師・石森裕也氏らによる祭囃子の公演。各回約３０分、

参加費無料(入園料別途)です。 

 

 狂言や歌舞伎でおなじみの『棒しばり』は、家来

の太郎冠者(たろうかじゃ)と、次郎冠者(じろうかじ

ゃ)が、大好きなお酒を飲むために奮闘する姿をコミ

カルに表現した演目ですが、さてさて、里神楽の『棒

しばり』はどんなふうに演じられるのでしょうか？ 

３．雅楽『子供舞』 

日時 １２月２日(日) ※雨天中止 

   ①１１時３０分 ②１３時３０分 

内容 松平定信ゆかりの多度雅楽会東京奏楽所による

舞楽の公演。演目は『迦陵頻(かりょうびん)』他。各回

約３０分、参加費無料(入園料別途)です。 

  江東区深川には、雅楽を好んだ大名・松平定信の屋

敷がありました。 

 多度雅楽会(たどががくかい)は、門前仲町にある富

岡八幡宮にて、毎週火・木曜日の夜、日本古来の音楽

と舞「雅楽」奏で舞い続けています。 

 今回は秋空の下、子供たちによる伝統的な舞をお楽

しみいただきます。 

写生・スケッチ及び、三脚・一脚、自撮り棒、レフ

板などの撮影補助機材を使用する撮影は 

   １１月２３日(金・祝)～１２月２日(日) 

の期間、禁止とさせていただきます。 

 園路が狭い場所もあるため、お客様同士の接触事故

の防止、安全を確保するために、みなさまのご理解と

ご協力をお願いいたします。 

紅葉期間スケッチ・撮影についてのお願い 

 

４．伝統技能見学会『雪吊り』 

日時 １２月１日(土) ※雨天中止 

   ①１０時 ②１３時 

内容 園内のマツを代表する「一つ松」と、陽石の脇に

あるクロマツに、当園の庭師たちが雪吊りを施す作業を、

解説付きでご覧いただきます。各回約６０分、参加費無

料(入園料別途)です。 

 『雪吊り』は本来、雪などによる枝折れ防止のために

施します。雪の少ない当園では“冬の添景”として園内

を彩ります。 

 簪(かんざし)、帆柱、バチ、これらは、雪吊りのある

部位名です。どんな形で、どんな役割をしてくれるので

しょう？どうぞ、お確かめください。 
 

《「一つ松」昨年の様子》 

いい庭(11月 28日)の日は庭園へ行こう！ 

 文化財に指定されている都立９庭園は、江戸期から

残る大名庭園や明治以降の新たな様式の庭園など、歴

史的にも文化的にも特色を持つものばかりであり、高

い価値も有しています。これらの庭園を知っていただ

き、その価値や魅力を伝え、未来につなげていくため

に、11 月 28 日を「いい庭の日」として、９庭園で

先着１万名様に都立庭園オリジナル手拭フキンをプ

レゼントします。(数に限りがございますので、各庭

園お一人様１枚ずつのお渡しとなります。) 


